
 

 

 

  

 がん患者さん：「食べられるもの、やっと見つかりました」 

高齢の入所者：「目が覚めました」「なつかしい味がする」 

 ケアフード試食でそれぞれの「食」を満喫 

 千葉県がんセンターと老健施設・睦沢の里 

夏のシャーベットまつりを開催 

 

 

 

 

 

  

先立って７月２６日に千葉県がんセンターで開いた試食会（写真右）には、入院中、外

来で検査や治療に訪れた患者さんやご家族、医療スタッフら５００名が参加しました。

トマト、トウモロコシ、メロン、赤ピーマンを使ったシャーベットやムース、ジュレなど食感

を工夫した冷たい前菜とデザートを提供。抗がん剤や放射線治療中で口内炎や口の

中の乾燥に悩む方からも「食べやすい」との感想が寄せられました。患者サロンスタッ

フやセンターの看護師、栄養士もお手伝で参加し、患者さんの食事に関する悩みにそ

の場答えていただきました。（※アンケート結果など次ページに掲載しています） 

 

 固いもの、繊維質の多い野菜などをピューレ、ムース状にしてやわらかく食べやすく調理した「ケアフード」。今年は、千葉県

がんセンターや千葉県がん患者大集合での試食会に加えて、介護老人保健施設・睦沢の里（長生郡睦沢町）で初めて高齢者を

対象にした試食会を開催しました。高齢者も飲み込みづらい、噛む力が弱いといった食事関わる悩みはがん患者さんなどと同

じで、「食べやすく、おいしい食事を食べたい」という思いも共通。冷たいシャーベットやムース状にした前菜とデザートを口に

含んで、自分に合う食べ方、味を確認しながら食事を楽しむ姿が多く見られました。 

 

 

 

 

がん医療の最新情報を一般市民に分かりやすく伝える市民公開講座（第４回）が１月１４日、千葉市内のホテルで開かれ

ました。千葉県内のがん拠点病院の医師などが講師となり、「クローズアップがん予防！―検診、早期発見、遺伝子診断」

をテーマに肺がん、乳がん、子宮体がんを中心に予防につながる具体策を次々と提案しました。 

  

 タバコ問題を考える会・千葉代表の大谷美津子さんは、タバコの大きな問題点は本来タバコを吸わない人や子供達が、

流れてくる煙を吸ってしまう受動喫煙にあると指摘。受動喫煙で肺がんを発症するリスクが高いことを強調し、「喫煙者

は周囲に毒物をまき散らさないように、吸った後に外で５０回深呼吸してから家に入ってほしい」と対策を示しました。

亀田メディカルセンター乳腺センター長の福間英祐先生は、「女性の一生と乳房はドラマ。その陰の主役が女性ホルモン」

と表現。乳がん増加の原因と最も関係しているのは初潮がきてから初産までの期間がのびていることにあると分析し、晩

婚化、高齢出産により乳房が女性ホルモンの刺激を受け続ける期間が長くなり、がん発症のリスクが高くなると説明しま

した。さらに、夜更かしなども発症リスクを上げる要因になるといいます。「出産を前倒しする、脂肪の多い食事を控え

るなど工夫ができるが予防の決め手ではない」と話し、検診と早期発見の徹底を促しました。 
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 「目が覚めました」「こんなうまいもん、久しぶりに食べたわ」。８月２７日に睦

沢の里で開いた夏のシャーベットまつり in 睦沢（写真左）で、試食のケアフード

を一口食べた入所者からは次々と感嘆の声が漏れました。中には、ため息をつ

き皿をテーブルに戻して、うっすらと目に浮かんだ涙をふきとる方もいらっしゃ

いました。今回提供したのはトマトのシャーベット、トウモロコシの豆腐仕立て、ニ

ンジンのジュレの３品。 試食品を調理した千葉市内のフレンチレストラン「シェ・

ケン」総料理長の山口賢シェフも入所者一人ひとりに声をかけて味や食べやす

さなどを確認し、入所者の意見を丁寧に聞きとりました。 

 高齢者も義歯や嚥下力の低下などで、固いものが食べづらくなったり、水分が摂取しにくいといった食事の悩みがあり、当Ｎ

ＰＯ法人にも介護施設関係者やご家族からケアフードの手法でこれらの問題を解決できないかとの問い合わせが寄せられて

いました。特に在宅で介護を行う家族からは「いつも同じようなメニューになり満足してもらえない」「家族の分と別に作るの

は負担」などといった切実な不安の声もありました。今回、睦沢の里では、施設、在宅での食事作りのヒントにしてもらうおうと

入所者約１００名のほかデイケア利用者と家族、他施設の栄養士や保健師にも参加を呼び掛けました。 


